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（a）教育課程研究 ： デューイ実験学校ではどのような仕事や教科の知識が 
取り上げられていたのか。 
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【教材の科学者にとっての側面】科学者にとって教材 the subject matter は、
新しい問題の位置を見つけて、新しい研究を設定して、確証のもてる研究
成果までその研究を実行することにおいて用いられるような、ある一群の






















教師の教材研究の過程：科学の知識 → 仕事（経験）で獲得できる知識 
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よりも優れている。全卵の乳化力は卵黄の 2 分の 1、卵白の乳化力は卵黄の







蓋のあるビンを三つ用意して、ビン①②③各々に酢と油を 4ml ずつ入れる。 
酢は食用色素で青色に、油はラー油を入れてオレンジ色に着色する。 
ビン②には【卵黄】を 4ml、ビン③には【卵白】を 4ml 入れる。 
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